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Proposal of Flood Hazard Map and Investigation  
of Evacuation Countermeasures in Wakkanai , Hokkaido 

Noriyuki OHTA 

( 20 6 20 20 11 7 )

Abstract 
Abnormal weather might be generated by the influence of global warming in various places. The flood 
damage by the heavy rain happened frequently in the local city. This paper presents the method of 
making the flood hazard map of Wakkanai, Hokkaido, based on the rainfall which has a statistical 
probability of being equaled 1 time in 30 years on average. Evacuation countermeasures of Wakkanai 
City were also examined by the flood analysis result. The examination is not only water depth on the 
hazard map but also flow velocity for safe walking resident's evacuation, and considers about the 
evacuation possibility. 
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に達している緑 2、3 丁目の右岸側については、高

等学校、緑 1～3 丁目の左岸側では、小学校に避難

することが適切と思われる。これらの施設はいず

れも浸水域に隣接する高台に位置し、コンクリー

ト構造物で安全性の高い避難所と考えられる。 
避難所の一つとなる勤労者会館は 2 階建以上の

堅牢な建物であることから、浸水前に避難する場

所として極めて有効と思われる。 
下流域の右岸側では、高台に位置する平和会館、

こまどり会館が避難所として適切だと思われる。

ただし、平和会館、こまどり会館は稚内市の避難

所として指定されていないため、予め事前に所有

者との協議が必要と考えられる。 
 
6.2 避難開始の指針となる累加雨量 
6.2.1 避難対策検討地区 
 避難すべき雨量について検討を行う際の対象地

区を下記の基準を用いて選定する。 
2004 年に発生した全国の水害・土砂災害の死者

の約 60%が 65 歳以上であるため 12)、稚内市にお

いても高齢者の避難対策が最重要となる。 
図 8 に示す洪水ハザードマップにおける浸水域

の住民の約 26%が 65 歳以上であり、緑 2 丁目は

高齢者比率が他の区域に比較して高い地区である
13)。従って、緑 2 丁目の有効な避難対策を検討す

ることとする。 
 6.2.2 避難開始の累加雨量の推定 

図 11 に示すハイエト・ハイドログラフからクサ

ンル川の洪水水位が河岸高に達するまでの累加雨

量を算定する。同図より、水位が河岸高に達した

際の流量に相当する累加雨量は 112mm であり、こ

の雨量に達する時刻に緑 2 丁目地点で越流が発生

する。 

クサンル川最上流部に降ったこの雨量が緑 2 丁

目まで流下する時間 42 分と、住民が避難行動を起

こすのに要する時間 20 分 14)を加えると、避難警

報の発令時刻は越流発生時の 60 分前と推定され

る。この時刻に相当する累加雨量は 2000 年 10 月

降雨パターンから 80mm を得る。なお、この累加

雨量 80mm は、宗谷地方の洪水注意報発令基準値

70mm にほぼ一致する。 
 累加雨量 80mm の出現頻度を求めるため、稚内

地方気象台の統計資料に基づいた豪雨の出現頻度

を表 6 に示す 15)。累加雨量 80mm 以上の豪雨は、

1.5 年に 1 回の頻度で発生することが認められる。

このことは、表 1 に示すクサンル川流域での実績

洪水が1～4年間隔で起きていることとほぼ合致す

る。 
 豪雨発生時の稚内市における災害発生率 16)を図

12 に示す。避難開始の指針として提案する累加雨

量 80mm が生じた場合、同市における災害発生率

は約 5%であり、この値を超過すると災害発生率

が急激に増加することが認められる。 
クサンル川流域では、累加雨量が 80mm を超え

ると氾濫被害が発生すること、現行河道では洪水

が 1～4 年間隔で起きていることから、稚内市が発

令する避難指示の指針として累加雨量 80mm を採

択することが望ましい。このことにより、河川氾

濫が発生する前に円滑な避難が行えるものと考え

られる。 

 
6.2.3 避難指示について 

避難指示の情報広域伝達法としてサイレン、広

報車がある。しかし、本報告が解析した対象地域

には、サイレンを有する消防署等の施設が存在せ

ず、避難情報を伝達する手段は広報車に頼らなけ

ればならない。 
広報車の情報伝達は一般に半径80m内の地域で

有効とされているが、豪雨災害時ではその情報が

図 12 雨量階級毎の災害発生率 16) 
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表 6 稚内市における降雨出現頻度 15) 
累加雨量
階級区分

40mm以上 80mm以上 100mm以上

出現頻度
1年に

3.5回
1.5年に

1回
4.3年に

1回
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